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平成 28 年度桑名市地域包括支援センター事業評価について 

１．事業評価導入の目的とその効果 

桑名市では、平成 27 年３月に策定した「桑名市地域包括ケア計画―第６期介護保険事

業計画・第７期老人福祉計画―（平成 27 年度～29 年度）」に基づき、高齢になっても可

能な限り、住み慣れた地域で生き生きと暮らし続けられるよう地域包括ケアシステムの

構築に向けて取り組んでいる。この取組みの推進のため、地域包括ケアシステム構築の

中核的な役割を担うことが期待される地域包括支援センター（以下、「センター」とい

う。）のさらなる機能の向上や桑名市とセンターとの連携強化を図る必要がある。 

また、平成 26 年の介護保険法の一部改正（平成 27 年４月１日施行）により、センタ

ーの設置者による自己評価と市町村によるセンターの事業実施状況の定期的な点検等の

努力義務が規定されたところである。（※） 

以上のことから、市内の委託しているセンターを対象として、桑名市が年度当初に策

定する地域包括支援センター事業運営方針（以下、「運営方針」という。）に基づく評価

指標により毎年度評価を実施し、センターの取組みを改善・見直しすること等により

PDCA サイクルを循環させ、センターの機能向上等を図っていくものである。 

なお、評価の結果、成績上位のセンターには委託費に上乗せする加算を行い、センタ

ーのさらなる機能向上等に向けたインセンティブを付与する。 

（※）介護保険法（平成９年法律第 123 号） 
（地域包括支援センター） 

第１１５条の４６ 

４ 地域包括支援センターの設置者は、自らその実施する事業の質の評価を行うことその他の措置を講ずることによ

り、その実施する事業の質の向上に努めなければならない。 

９ 市町村は、定期的に、地域包括支援センターにおける事業の実施状況について、点検を行うよう努めるとともに、

必要があると認めるときは、次条第１項の方針の変更その他の必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 
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２．事業評価の手法 

センターが、桑名市が策定した運営方針の方針を十分に理解した上で、準公的機関と

しての位置づけを徹底して業務に取り組んでいることや「プレーヤー」から「マネージ

ャー」への転換を実践していること等、桑名市の目指す方針の具現化に向けて積極的に

取り組んでいることを評価する。 

具体的には以下の手法により評価を行い、最終評価における評価点数の上位２ヶ所の

センターに対して平成 29 年度の委託費に上乗せする加算を行う。 

(1) プレゼンテーションによる一次評価 

運営方針に基づき、桑名市があらかじめ設定したテーマに沿って、各センターが、桑

名市地域包括ケアシステム推進協議会にてプレゼンテーションを実施し、同協議会の委

員が評価指標に基づき採点する。各委員が採点した点数を集計したものが、各センター

の一次評価点数となる。 

① 実施日時・場所 

平成 29 年２月 21 日（火）に開催する第 19 回桑名市地域包括ケアシステム推進協議

会 総会において実施。 

② 実施時間 

１センターにつき、7分（プレゼンテーション７分、質疑応答３分）とする。 

③ その他 

・プレゼンテーションはセンター職員が行い、出席者数は２名以内とする。 

・プロジェクター及びスクリーン等は、本市が準備したものを用いる。 

・プレゼンテーション等は公開とする。 

 

(2) センターの体制及び実績に基づく全体評価による二次評価 

年度終了後に各センターから提出される実績報告及びあらかじめ各センターが評価指

標に沿って行った自己評価をもとに各センター長（または管理者等）へのヒアリングを

行い、桑名市職員が審査員となり、評価指標に基づき採点する。各委員が採点した点数

を集計したものが、各センターの二次評価点数となる。 

① 実施時期 

平成 29 年５月上旬ごろを予定。 

② 実施時間 

１センターにつきヒアリングの時間を 20 分とする。 

③ その他 

・質疑応答はセンター長（または管理者）を含む２名以内のセンター職員が出席。 

・ヒアリング等は非公開とする。 
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(3) センターの最終評価 

上記の一次評価点数及び二次評価点数を１：１の割合で合算して得た点数を最終評価

点数とし、上位２ヶ所のセンターを決定する。 

 

３．評価の視点及び配点割合 

 (1) 一次評価の視点及び配点割合 

（別紙１）を参照。 

 

 (2) 二次評価の視点及び配点割合 

（別紙２）を参照。 

 

※ 最終評価に当たっては、一次評価点数及び二次評価点数を１：１の割合で合算して得

た点数を最終評価点数とする。 

 

４．成績上位者の発表 

最終評価後、直近で開催される桑名市地域包括ケアシステム推進協議会にて成績上位

２ヶ所のセンターを発表する。また、桑名市ホームページでもこれを公表する。 

 

５．全体のスケジュール 

（別紙３）を参照。 
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（別紙１） 

一次評価の視点及び配点割合 

 

～テーマ：認知症に関する取組み～ 

 

※「認知症初期集中支援チーム」は、認知症に係る専門的な知識・技能を有する医師 

の指導の下、複数の専門職が家族の訴え等により認知症が疑われる人や認知症の人お 

よびその家族を訪問、観察・評価、家族支援などの初期の支援を包括的、集中的に行 

い、自立生活のサポートを行う。  

 

① 認知症初期集中支援チームでの取組み・・・・・・・・・・・（配点割合：45％） 

・どのような課題があるケースなのか 

・チーム内（地域包括支援センターの保健専門職および福祉専門職各 1名と認知症

サポート医の計 3名以上の専門職）の連携が図れているか 

・取組みケース紹介を通じ、効果的に介入できたか 

 

② 認知症の人にやさしいまちづくりについて・・・・・・・・・（配点割合：45％） 

・どのような目的で取り組んだか（認知症サポーター養成講座、オレンジカフェ

等） 

・多くの関係者とのネットワークが築けているか 

・地域住民等の自主的な取組みにつなげる働きかけができたか 

 

③ プレゼンテーションのスキル・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10％） 

・提出資料、プレゼンテーションを通じて、地域包括支援センターとしての取組み

が伝えられているか 
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（別紙２） 

二次評価の視点及び配点割合 

① センターの職員体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・３職種（保健師、社会福祉士及び主任介護専門員等）を適正に配置しているか。 

・認知症初期集中支援チーム員及び認知症地域支援推進員を適正に配置している

か。 

・職員の入れ替わりが頻繁に行われておらず、職員が定着しているか。 

 

② 職員の資質向上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・研修の参加やそのフィードバックや共有等、職員の資質向上のための取組みを適

切に行っているか。 

・センター及び保険者との協力体制を考慮した職務態度を職員に行うよう指導を徹

底しているか。 

 

③ 介護予防ケアマネジメント・・・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・介護予防ケアマネジメントに占める訪問型サービス利用状況から、通所型サービ

スへの偏りがないか。 

・生活機能向上を実現するため、「短期集中予防サービス」を重点的に活用している

か。 

・地域生活応援会議にかける介護予防ケアマネジメントについて、居宅介護事業所

の参加を促せているか。 

・適切なケアマネジメントの結果、介護保険の「卒業」に至ることができたか。 

 

④ 施設機能の地域展開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・施設機能の地域展開に資するサービス（小規模多機能型居宅介護等）へつなげる

ことができたか。 

 

⑤ 介護予防把握事業の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・「桑名市日常生活圏域ニーズ調査『いきいき・くわな』」に基づくデータを活用

し、リスクを抱える高齢者を把握しているか。 
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・「通いの場」に関与する等の機会において「基本チェックリスト」を活用すること

により、リスクを抱える高齢者を把握しているか。 

 

⑥ 権利擁護事業の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・権利擁護の重要性を認識し、高齢者の尊厳を守ることに努めたか。 

・虐待事例の早期発見に努め、早期対応を行ったか。 

・成年後見制度を正しく理解し、その利用を支援できたか。 

 

⑦ 在宅医療・介護連携の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・退院調整会議への出席等、医療と介護の連携に取り組んでいるか。 

 

⑧ 認知症施策の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・認知症初期集中支援について、適切かつ効果的な運営ができているか。 

・認知症サポーター養成講座の主体的な実施に取り組んでいるか。 

・認知症の方やその家族への支援、地域づくり、関係機関とのネットワークづくり

等に努めているか。 

 

⑨ 地域資源の「見える化」・創出・・・・・・・・・・・・・・・（配点割合：10%） 

・地域住民を主体とする「通いの場」や「サポーター」の「見える化」・創出ができ

ているか。 

・地域の事業所に働きかけて「健康・ケア教室」の立ち上げに関わることができた

か。 

・地域資源の紹介を積極的に取り組んでいるか。 

・地域の関係者との信頼関係の構築に取り組んでいるか。 

 

⑩ 地域包括ケア計画の理解及びセンターの自主性等・・・・・・・（配点割合：10%） 

・センター職員全体に桑名市地域包括ケア計画の理解が徹底されているか。 

・準公的機関としての自覚をもって、日々の業務に臨んでいるか。 
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（別紙３） 

全体のスケジュール 

平成 29 年

２月 

 

 

平成 29 年

３月 

 

 

平成 29 年

４月 

  

平成 29 年

５月 

    

平成 29 年

６月 
 

  

 

一次評価 ・桑名市地域包括ケアシステム推進協議会にて

プレゼンテーションによる一次評価を実施 

二次評価 

及び最終評価 

実績報告書及び 

自己評価書類提出 
・センターより実績報告書及び

自己評価書類の提出 

・自己評価書類等に基づき、ヒアリングに

よる二次評価を実施 

成績上位の 

センター公表 

・桑名市地域包括ケアシステム推進協議会や 

桑名市ホームページにて成績上位のセンターを

公表 


